
































































第V章続縄文文化期の調査

第V章続縄文文化期の調査

続縄文文化期の遺構は検出しておらず、遺物が僅かに出士しているのみである。遺物はすべて高

位段丘面のT3面からである。土器は土器集中(mPB-03)から1個体と、包含層から土器片が2個

体出土している。いずれもⅢc層中位からの出土である。Ⅲc層中位で取り上げた遺物は217点で、

この内の107点はⅢPB-03の土器の同一個体片である。遺物の分布傾向はⅢPB-03を検出したAJ-20

区とその周囲から散逸して出土している。

片岩製石鐡が3点出土している。近接する上幌内モイ遺跡（2009）やオニキシベ2遺跡(2011)

ではこの製作跡が見つかっており、多量の完成品等が出土している。本遺跡ではフレイクも含め製

作に関連する遺物が出土しておらず、広範囲に散逸して出士することから、使用されたとものと考

えられる。片岩製石雛は副葬されている例が多いことから、非実用的なものと捉えられることも多

いが、主体的に使用されたのかは別としても、本地域では実用品としての側面も伺える。

第1節続縄文文化期包含層出土遺物（図V－1 図版117-2)

1は土器集中(mPB-03)から出士しており、Ⅵc3類の倒鐘形の深鉢土器である。 口縁部の突起

は4カ所あり、突起部外の口唇の断面形は外削ぎの隅丸切り出し状である。 口唇の刻みは丸い棒状

の工具で口唇に直交して施されている。文様帯は胴部中央付近まであり、隆起線文を円弧状に配す

る。隆起線文の他に刺突文が施されており、下方向から刺突している。オニキシベ2遺跡(2011)、

上幌内モイ遺跡（2009）出土のⅥc3類と比較すると、オニキシベ2遺跡のものと同じ特徴を示すも

ので、古手の後北C,式土器と考えられる。 2はⅥc3類の口縁部片である。 2個l対の突起となるも

ので、突起部外の断面形状は隅丸角状である。 口唇の刻みはへう状の工具で口唇に直交して施され

ている。隆起線文と刺突文が施されている。 3はⅥc類の口縁部片である。2個l対の突起となるも

ので､突起部外の断面形状は隅丸角状である。口唇の刻みは丸い棒状の工具で直交に施されている。

地文はRLの縄文を横方向と縦方向から回転施文し斜行縄文となっている。擬縄貼付文、隆起線文が

施されていないことから、分類をⅥc類に留めているが、他の2個体がⅥc3類であることから後北

C,式土器の可能性が高いと思われる。

4～6は片岩製の石鐡である。いずれも基部は平坦である。 5．6は周縁を連続して丁寧に調整され

ているが、4の周縁は打点等が不明であり、折り取られたような調整である。7は緑色泥岩製の石斧

である。刃部には使用による線条痕が明瞭に認められる。

表V－1続縄文文化期包含層出土土器属性表
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図版

番号

個体

名称
分類

遺構名／

グリッド
層位

点
数 部位 胎士

117－2－5 ZPO1A VIc3
mPB-03

AI-20

mcM

mcM

100

27
口縁～底部 砂粒少量混入

117－2－6 ZPO2A VIc3 AI-19 mcM 1 口縁部 砂粒少量混入



ヲチヤラセナイチヤシ跡・ヲチヤラセナイ遺跡

表V-2続縄文文化期包含層出土石器属性表
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図V-1 続縄文文化期包含層出土遺物
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図版
番号

個体
名称

遺物
番号

遺物名 分類 層位 遺構名 グリッド
計測値(mm)

長軸 短軸 厚さ

重量

(9)
材質

117-2-8
一 18921 石錐 A5 Ⅲc 一 AG-15 21.4 11.9 1.2 0.5 Sch.

117－2－9
一 7760 石雛 A5 mbL 一

Q-21 26.6 12．3 1．9 0．9 Sch．

117-2-10
一 18616 石錐 A5 mbL 一 W－25 24.0 14．1 2.1 0．9 Sch.

117-2-11
I■■■■ 4393 石斧 A Ⅲc ー AK-19 77．0 30.0 54.0 50.0 GI－Mud．
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収録遺跡 ｦチャラセナイチャシ跡､ヲチャラセナイ遺跡

所在地
ｦチャラセナイチャシ跡 ●

● 北海道勇払郡厚真町字幌内114

ヲチャラセナイ遺跡 ●
● 北海道勇払郡厚真町字幌内112-1,114,124

市町村コード 1581

遺跡番号 ヲチャラセナイチャシ跡 ●
● 100 ヲチャラセナイ遺跡 ●

● 101

北緯
ヲチャラセナイチャシ跡：42． 45

ノ
59

〃

ヲチヤラセナイ遺跡 ： 42． 46
ノ

1
〃

東経
ヲチャラセナイチャシ跡: 142｡ 0

ノ
1
〃

ヲチヤラセナイ遺跡 : 141｡ 59
ノ
59

〃

調査期間

ｦチヤラセナイチヤシ跡: 2008年度:7月8日～10月31日 2010年度:6月1日～11月17日

ヲチヤラセナイ遺跡 ●
● 2008年度:7月8日～10月31日 2009年度:5月14日～7月31日
2010年度:6月1日～11月17日

調査面積
ヲチャラセナイ遺跡 ●

● 2008年度:4,239㎡(ｦチヤラセナイチヤシ跡含む）
2009年度:1,003㎡ 2010年度:3,47011f

調査原因 厚幌ダム建設

種別
ヲチャラセナイチャシ跡 ○

● チャシ跡

ヲチャラセナイ遺跡 ●
● 集落跡墳墓

主な時代
ヲチャラセナイチャシ跡：アイヌ文化期

ヲチャラセナイ遺跡 ●
● ボ§文時代･擦文文化期･アイヌ文化期

主な遺構

ヲチャラセナイチヤシ跡：チヤシ跡(アイヌ文化期）

ヲチヤラセナイ遺跡 ●
● 堅穴式住居跡･土坑墓･土坑･Tピット･焼土･シカ塚
･剥片石器集中･剥片集中･礫石器集中･集石(縄文時代)、
土坑･焼土(擦文文化期)、
平地式住居跡･建物跡･土坑墓･獣骨集中(アイヌ文化期）

主な遺物

ヲチャラセナイチャシ跡：鉄斧･鉄嫉(アイヌ文化期）

ｦチヤラセナイ遺跡 ●
● 中茶路式･東釧路Ⅳ式･大麻V式･円筒下層d式．
シュブノツナイ式･蛇紋岩を含む土器･タプコプ式土器、
石器類(縄文時代)、擦文土器(擦文文化期)、鮫皮着せ腰刀。
漆器Ⅲ．鉄鍋・刀剣類･鉄斧･礫石器(アイヌ文化期）

要旬

ヲチャラセナイチャシ跡は河岸段丘の先端部に立地する丘先式のチヤシ跡である｡チヤシ跡全面は1667年降灰の樽前
b火山灰に覆われており､この火山灰を除去後黒色士を3～4cm掘り下げたところで構築面を確認しており、中世段階のも
のと考えられる｡ヲチヤラセナイ遺跡のアイヌ文化期の調査では､チヤシ跡と同時期と考えられる集落の調査を行ってい

る｡縄文時代の調査では､縄文時代前期後半の大型竪穴住居跡や､同時期のシカ塚の調査を行っている｡また､集落の
構造が明らかになってきており､居住区･墓域･捨て場跡などを区分して土地を利用している様子が伺える。



厚真町ヲチヤラセナイチヤシ跡

・ヲチヤラセナイ遺跡
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